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※25％が顕在化

※40歳以上40％
　 40歳未満35％
　　　　　が顕在化

※70％が顕在化

※10％が顕在化

※40歳以上15％
　 40歳未満10％
　　　　　が顕在化

※30％が顕在化

※40％が顕在化

※40歳以上70％
　 40歳未満60％
　　　　　が顕在化

※80％が顕在化

（万人）

1,240万人
(12%)

1,550万人
(15%)

2,100万人
(20%)

2,440万人
(25%)

（年）

「多業」（マルチワーク）とは、１つの“仕事”のみに従事するのではなく、同時に複数の仕事に携わる働き方を指すものとした。また、収入を得ることを目
的として働いているものだけでなく、収入を伴わない“ボランティアやNPOの活動など”も含めて“仕事”と定義した。
※ここで、“ボランティアやNPOなどの活動”とは、継続的、自発的に社会貢献活動などを行う営利を目的としない団体（例：○○自治会、△△有志グ
ループ、NPO法人××会 など）に所属して何らかの活動をしていることとし、同活動に伴う収入の有無（有償か無償か）は関係ないものとした。

【別添１】「多業人口」（マルチワーカー）の現状推計と将来イメージ

     潜在多業人口

　　　（現在仕事をしていないグループ）

　　　潜在多業人口

　　　（顕在化可能性弱グループ）

　　　［時間の制約、あるいは会社での

　　　　『兼業禁止』の制約がある］

　　　潜在多業人口

　　　（顕在化可能性強グループ）

　　　［時間の制約、及び会社での

　　　『兼業禁止』の制約がない］

　　　多業人口

　　　（現状推移値）

　　　多業人口

　　　（現状値）

　

　※カッコ内の％表示は、対20歳以上人口

　　　割合示す

（出典）国土交通省国土計画局作成。

【ポイント】
「多業人口」（マルチワーカー）の現状推計と将来イメージを描くと、２００６年時点で約１２４０万人となっており、２０１０年で約１５５０万人、２０３０年で
約２４４０万人となる。


